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今 月 の 表 紙

ツツジ（鳥取産業会館・鳥取商工会議所ビル）

表紙写真は、「鳥取産業会館・鳥取商工会議所ビル」（鳥取

市本町３丁目）の敷地内で撮影しました。穏やかな気候の

中、白やピンクの色鮮やかなツツジが咲いています。

2008年12月に現ビルを建設し、15年ほどの月日が経過しま

した。鳥取商工会議所では経営相談、共済制度、検定試験、

貸会議室などを行っていますので、お気軽にお越しくださ

い。
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新
型
コ
ロ
ナ
分
類
変
更
へ
期
待
も

今
　
　
期

業
況
判
断

　
鳥
取
県
商
工
会
議
所
連
合
会
は
こ
の
ほ
ど
、
県
内
企
業
１
５
０
社
を
対
象

に
実
施
し
た
２
０
２
３
年
１
～
３
月
期
の
景
気
動
向
調
査
結
果
を
ま
と
め
ま

し
た
。
回
収
率
76
・
０
％
。

　
全
産
業
合
計
の
業
況
判
断
は
マ
イ
ナ
ス
６・１
と
前
期
か
ら
０・６
㌽
改
善

し
ま
し
た
が
、
売
上
高
と
収
益
状
況
で
悪
化
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
収
益
状

況
は
マ
イ
ナ
ス
12
・
３
と
５・
２
㌽
悪
化
し
て
お
り
、
急
激
に
高
騰
し
た
電

気
料
金
等
が
企
業
収
益
の
低
下
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
来
期
見
通
し
は
、コ
ロ
ナ
５
類
移
行
や
大
型
連
休
で
サ
ー
ビ
ス
業
は
業
況
回

復
を
見
込
む
も
の
の
全
産
業
合
計
の
業
況
判
断
は
厳
し
い
見
方
が
続
き
ま
す
。

2023年１～３月期　【
前
期
比
】
全
産
業
合
計
の
業
況

判
断
は
前
期
に
比
べ
好
転
の
傾
向
に

あ
る
も
の
の
売
上
高
と
収
益
状
況
で

悪
化
を
示
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
中
で
も
電
力
料
金
の
影
響
を
受
け

や
す
い
製
造
業
は
収
益
状
況
が
マ
イ

ナ
ス
16
・
７
と
前
期
か
ら
10
・
０
㌽

悪
化
し
て
お
り
、
上
昇
し
た
電
力
コ

ス
ト
を
価
格
に
十
分
転
嫁
で
き
て
い

な
い
状
況
が
推
察
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
建
設
業
で
は
、
売
上
高

の
項
目
で
マ
イ
ナ
ス
22
・
０
と
前
期

か
ら
14
・
０
㌽
悪
化
し
て
お
り
、
受

注
の
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
様
子
が

伺
え
ま
す
。

　【
来
期
（
23
年
４
～
６
月
）
見
通

し
】
全
産
業
合
計
の
来
期
業
況
判
断

は
マ
イ
ナ
ス
10
・
５
と
前
期
か
ら
１
・

８
㌽
と
僅
か
な
が
ら
好
転
を
示
す
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
７
・
９
と
前
期

か
ら
23
・
７
㌽
と
大
幅
に
好
転
し
て

お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
５
類
引
き
下

げ
や
大
型
連
休
で
社
会
経
済
活
動
が

活
発
化
す
る
こ
と
へ
の
期
待
感
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
建
設
業
は
、
今
期
の
結
果

同
様
に
売
上
高
や
業
況
判
断
で
悪
化

を
示
し
て
お
り
、
公
共
工
事
を
中
心

に
発
注
量
不
足
の
懸
念
が
残
り
ま
す
。

　【
経
営
上
の
問
題
点
（
複
数
回
答
）】

　「
原
材
料
・
仕
入
れ
価
格
上
昇
」

（
20
・
４
％
）
が
前
期
と
同
じ
く
首
位
。

以
下
２
位
「
経
費
の
増
加
」（
18
・

０
％
）、
３
位
「
売
上
・
受
注
の
減

少
」（
12
・
６
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

電
力
料
金
等
の
急
激
な
上
昇
や
賃
上

げ
に
関
す
る
人
件
費
コ
ス
ト
の
増
加

な
ど
で
「
経
費
の
増
加
」
が
２
位
に

上
昇
し
、
収
益
面
の
更
な
る
低
下
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
記
述
式
の
回
答
で
も
「
電
力
料
金

の
急
激
な
高
騰
で
利
益
確
保
が
不
可

能
」（
製
造
業
）、「
値
上
げ
交
渉
に

時
間
を
要
す
る
」（
製
造
業
）
と
い
っ

た
回
答
が
多
く
、
コ
ス
ト
の
上
昇
を

価
格
に
反
映
で
き
て
い
な
い
現
状
が

浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、「
新
卒
・
若
手
社
員

の
獲
得
が
厳
し
い
」
（
製
造
業
）、「
新

型
コ
ロ
ナ
５
類
へ
移
行
で
売
上
回
復

を
見
込
む
も
の
の
、
人
手
不
足
で
勤

務
シ
フ
ト
が
組
み
づ
ら
い
」（
サ
ー

ビ
ス
業
）
と
い
っ
た
人
材
不
足
に
関

す
る
声
も
聞
か
れ
、
労
働
力
不
足
が

企
業
経
営
に
与
え
る
影
響
も
大
き
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

回収
数 売上高 売上単価 資金繰り 借入難度 収益状況 業況判断 売上高 売上単価 資金繰り 借入難度 収益状況 業況判断

全産業合計 114 -3.5（  0.9） 16.2( 11.1） -1.8( -3.2） 0.0( -2.3） -12.3( -7.1） -6.1( -6.7） -2.7( -9.9） 14.5(  6.7） -3.6( -6.9） 0.9( -0.9） -11.4(-10.3） -10.5(-12.3）

製 造 業 33 6.1( 11.7） 24.3( 16.7） -4.6( -8.3） -3.1( -5.0） -16.7( -6.7） -7.6( -3.4） 16.7(  0.0） 22.7(  6.7） -7.6( -3.5） -1.5( -3.6） -7.6( -6.7） -7.6( -5.0）

非 製 造 業 81 -7.4( -3.1） 13.0(  9.0） -0.7( -1.2） 1.3( -1.3） -10.5( -7.2） -5.6( -7.8） -10.5(-13.6） 11.2(  6.7） -1.9( -6.4） 1.9(  0.0） -13.0(-11.6） -11.7(-14.9）

（建　設　業） 25 -22.0( -8.0） -2.0(  0.0） 2.0( -6.0） 4.0(  0.0） -16.0(-14.0） -14.0(-12.0） -26.0(-10.0） -2.0(  2.0） -4.0( -8.0） 4.0(  0.0） -22.0(-16.0） -26.0(-16.7）

（卸　売　業） 19 -5.3(  5.3） 31.6( 26.3） -2.7(  2.7） 2.7(  0.0） -13.2( 13.2） -5.3(  7.9） -7.9(-19.5） 23.7( 19.4） -2.7(  0.0） 2.7(  0.0） -15.8( -5.6） -7.9( -5.6）

（小　売　業） 18 -8.4(-18.5） 11.1(  2.5） -2.8( -2.5） -2.8( -5.0） -16.7(-20.0） -8.3(-17.5） -5.6(-15.8） 13.9(  2.5） -8.4( -7.5） 0.0(  0.0） -16.7(-15.0） -16.7(-23.7）

（サービス業） 19 10.5( 10.5） 15.8( 10.6） 0.0(  3.0） 0.0(  0.0） 5.3( -5.3） 7.9( -7.9） 2.7(-10.5） 13.2(  5.3） 8.8( -9.4） 0.0(  0.0） 5.3( -7.9） 7.9(-15.8）

前　期　比 （　）内は2022.10〜12月期の数字

 ＢＳＩ＝ 1／2（Ｘ－Ｚ）　Ｘ＝上昇・増加、Ｙ＝横ばい、Z＝減少・下降　　ただし（Ｘ＋Ｙ＋Ｚ＝100）

来期見通し（2023.４〜６月期）
※（　）内23.１〜３
　月期見通しの数字

製
造
業
は
収
益
面
が
大
幅
低
下

価
格
転
嫁
進
ま
ず
収
益
を
圧
迫

動 向 県連景況調査

新
型
コ
ロ
ナ
５
類
移
行
へ
期
待
も

経
費
の
増
加
が
２
位
に
上
昇
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４

動 向

　
鳥
取
商
工
会
議

所
は
４
月
13
日

（
木
）、
鳥
取
市
本

町
３
丁
目
の
鳥
取

商
工
会
議
所
ビ
ル

で
部
会
長
や
委
員

長
、
青
年
部
・
女

性
会
の
会
長
ら
運

営
委
員
会
委
員
19

人
を
対
象
に
、
昨

今
注
目
が
高
ま
っ

て
い
る
メ
タ
バ
ー

ス
に
つ
い
て
勉
強

会
を
開
き
ま
し

た
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
仮
想
空
間

で
あ
る
メ
タ
バ
ー
ス
は
現
在
、
ゲ
ー

ム
や
音
楽
な
ど
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ

ン
ト
を
中
心
に
展
開
。
今
後
は
、
ア

パ
レ
ル
、
観
光
、
小
売
、
製
造
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
産
業
分
野
で
メ
タ
バ

ー
ス
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
メ
タ
バ
ー
ス
の
活
用
が
ビ
ジ
ネ
ス

へ
の
広
が
り
を
見
せ
る
中
、
地
方
に

お
い
て
も
時
代
の
流
れ
に
乗
り
、
今

後
ど
の
よ
う
に
活
用
で
き
る
か
知
見

を
得
る
た
め
に
シ
リ
ー
ズ
化
し
て
同

委
員
会
が
勉
強
会
を
企
画
。
部
会
長

や
委
員
長
ら
に
事
業
活
動
に
生
か
し

て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
１
回
目
は
、
㈱
ド
コ
モ
Ｃ
Ｓ
中
国

鳥
取
支
店
の
横
山
周
一
支
店
長
が
講

師
を
務
め
、
メ
タ
バ
ー
ス
の
概
要
な

ど
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
し

た
。
２
０
２
０
年
の
メ
タ
バ
ー
ス
世

界
市
場
は
約
４
兆
円
。
技
術
の
進
展

と
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
に
よ
っ
て
28
年

に
は
世
界
市
場
が
約
95
兆
円
ま
で
拡

大
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
横

山
支
店
長
は
「
法
整
備
な
ど
課
題
は

あ
る
が
、
メ
タ
バ
ー
ス
が
も
た
ら
す

社
会
の
変
化
は
大
き
い
」
と
新
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
が
与
え
る
影
響
の
大
き
さ

を
強
調
し
ま
し
た
。

鳥取警察署からのお知らせ Vol.52

 【期　　間】
　○　運動期間
　　　令和５年５月11日（木）から
　　　20日（土）までの10日間
　○　交通事故死ゼロを目指す日
　　　令和５年５月20日（土）
 【運動重点】
　◎　こどもを始めとする歩行者の
　　　安全の確保
　◎　横断歩行者事故等の防止と安
　　　全運転意識の向上
　◎　自転車のヘルメット着用と交
　　　通ルール遵守の徹底
　交通ルールの遵守と交通マナーの実践を呼び
掛け、交通事故防止の徹底を図りましょう。

～５月は「自転車月間」です～
〇　ヘルメットは「SGマーク」など安全性
を示すマークのついたものを使用し、あご
ひもを確実に締めて正しく着用しましょ
う。
〇　自転車事故で最も多いのは交差点での出
会い頭事故です。一時停止や徐行するなど
して、安全確認を徹底しましょう。
〇　自転車による交通事故でも多額の賠償金
が生じるおそれがあることから、自転車損
害賠償保険等に加入するようにしましょ
う。

春の全国交通安全運動の実施！

  メタバース勉強会開催

運営委員会委員を対象に
新テクノロジーがもたらす未来は

講師の話に耳を傾ける委員ら
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５

動 向

　
鳥
取
商
工
会
議
所
は
、
鳥
取
市
が

目
指
す
べ
き
統
一
さ
れ
た
観
光
ビ

ジ
ョ
ン
を
検
討
す
る
た
め
、
と
っ
と

り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
特
別
委
員
会

（
荒
田
潤
之
介
委
員
長
、
11
人
）
を

設
置
し
ま
し
た
。
４
月
26
日
（
水
）

に
は
第
１
回
委
員
会
を
開
催
し
、
鳥

取
市
の
観
光
分
野
に
お
け
る
現
状
や

課
題
を
委
員
全
員
で
共
有
し
ま
し
た
。

　
鳥
取
市
で
は
、
観
光
に
関
連
す
る

企
業
や
団
体
が
独
自
の
目
的
・
目
標

の
も
と
に
活
動
。
鳥
取
商
議
所
で
は
、

更
な
る
発
展
の
た
め
に
は
地
域
全
体

と
し
て
の
目
標
・
ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要

だ
と
し
、
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

荒
田
委
員
長
は
「
委
員
に
は
観
光
協

会
や
Ｄ
Ｍ
Ｏ
な
ど
多
く
の
観
光
団
体

に
加
わ
っ
て
も
ら
っ
た
。
行
政
へ
の

提
言
も
視
野
に
入
れ
、
鳥
取
市
全
体

の
進
む
べ
き
方
向
性
を
共
に
考
え
て

い
き
た
い
」
と
熱
い
思
い
を
語
り
ま

し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
は
次
の
み
な
さ
ん
。

　
担
当
副
会
頭
＝
西
垣
豪
（
東
洋
交

通
施
設
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）
▽
委

員
長
＝
荒
田
潤
之
介
（
㈱
千
代
田
工

務
店
代
表
取
締
役
）
▽
副
委
員
長
＝

縫
谷
吉
彦
（
㈱
ト
リ
ベ
イ
代
表
取
締

役
社
長
）
▽
委
員
＝
中
井
英
子
（
㈱

中
井
脩
）、
河
村
敏
（（
一
社
）
鳥
取

市
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
専
務

理
事
）、
森
田
聡
一
郎
（
同
委
員
長
）、

田
村
正
弘（（
一
社
）
麒
麟
の
ま
ち
観

光
局
専
務
理
事
）、
下
澤
武
志（
鳥
取

大
砂
丘
観
光
協
会
副
会
長
）、𠮷
田
友

和
（
㈱
エ
コ
・
フ
ァ
ー
ム
鳥
取
代
表

取
締
役
）、
冨
田
光
政
（
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ

副
会
長
）、
岸
本
夕
子
（
同
委
員
長
）

　
新
た
に
特
別
委
員
会
を
設
置

　
　

統
一
さ
れ
た
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
を

　
　
　
　
　
　

 　
初
回
委
員
会
で
は
現
状
の
課
題
を
共
有

鳥取観光の課題を出し合う委員ら
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６

動 向

請負（施設清掃・草刈・剪定・イベント補助など）

委任（伝票整理・物品管理など）

派遣（介護補助・⼯場内での軽作業など）

Letʻsシルバー！

《お問い合わせは下記まで》

詳しくは左記、ホームページで確認下さい。

シニアの力を
活用しませんか❢

⼈⼿不⾜解消

ＴＥＬ ０８５９－３７－２５３１
ＦＡＸ ０８５９－３７－２５３７

公益社団法⼈⿃取県シルバー⼈材センター連合会
〒683-0812 ⿃取県⽶⼦市⾓盤町1丁⽬76番地

URL https//www.torisilver-ren.com

公益社団法⼈ ⿃取市シルバー⼈材センター TEL 0857-22-0050 FAX 0857-22-0051

企業等の皆様へ
・シルバー⼈材センターは、⾼齢者
の知識・経験・技能の宝庫です‼

『高齢者活躍人材確保育成事業』

『そのお仕事、お請けします。』

　
社
会
人
に
必
要

な
基
本
の
ス
キ
ル

を
身
に
つ
け
て
も

ら
う
た
め
の
新
入

社
員
研
修
が
４
月

４
日（
火
）、
11
日

（
火
）
の
２
日
間
、

鳥
取
市
本
町
３
丁

目
の
鳥
取
商
工
会

議
所
ビ
ル
で
開
催

さ
れ
、
１
０
４
人

の
新
入
社
員
が
受

講
し
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
は
、

（
一
社
）
鳥
取
県
経

営
者
協
会
、（
公

社
）
鳥
取
法
人
会
、

鳥
取
商
工
会
議
所
サ
ー
ビ
ス
部
会

（
水
野
治
郎
部
会
長
）
の
３
団
体
が

合
同
で
実
施
し
た
も
の
で
、
講
師
に

人
材
育
成
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
ピ
ー

ク
リ
エ
イ
ト
の
松
下
香
寿
美
代
表
を

招
き
、
社
会
人
・
組
織
人
と
し
て
の

心
構
え
や
言
葉
遣
い
、
訪
問
・
来
客

対
応
マ
ナ
ー
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
電
話
応
対
の
マ
ナ
ー
研
修
で
は
、

電
話
の
か
け
方
や
受
け
方
、
不
在
対

応
な
ど
２
人
１
組
に
な
っ
て
基
本
を

習
得
。
電
話
の
受
け
方
と
し
て
、
①

１
～
２
コ
ー
ル
で
電
話
を
受
け
る
こ

と
②
姿
勢
を
正
し
て
電
話
を
受
け
取

る
こ
と
③
聞
い
た
こ
と
は
メ
モ
し
て

復
唱
す
る
こ
と
―
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト

を
挙
げ
た
上
で
、
第
一
声
を
高
め
の

声
で
電
話
を
受
け
る
と
相
手
に
好
印

象
を
与
え
る
と
指
南
し
ま
し
た
。

　
ま
た
松
下
講
師
は
、
社
会
人
と
し

て
の
必
要
な
自
己
管
理
や
時
間
意

識
、
規
律
な
ど
の
重
要
性
を
解
説
し
、

「
企
業
や
取
引
先
、
お
客
さ
ま
に
必

要
と
さ
れ
、
そ
の
信
頼
と
期
待
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
責
任
の
あ
る
行
動
を

し
て
ほ
し
い
」
と
社
会
人
の
一
歩
を

踏
み
出
し
た
新
入
社
員
に
エ
ー
ル
を

送
り
ま
し
た
。

　2023年度新入社員研修

言葉遣い、訪問・来客マナーなど
社会人としての心構え学ぶ

研修を受ける新社会人ら
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鳥
取
商
工
会
議
所
企
画
政
策
委
員

会
（
平
井
耕
司
委
員
長
）
は
４
月
５

日（
水
）、
鳥
取
市
本
町
３
丁
目
の
鳥

取
商
工
会
議
所
ビ
ル
で
、
２
０
２
３

年
度
最
初
と
な
る
委
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
同
委
員
会
で
は
、
政
府
が
企
業
に

お
け
る
人
材
の
学
び
直
し
な
ど
「
リ

ス
キ
リ
ン
グ
」
に
５
年
で
１
兆
円
を

投
資
す
る
こ
と
や
、
業
務
の
デ
ジ
タ

ル
化
や
Ｄ
Ｘ
化
の
加
速
度
的
な
進
展

を
踏
ま
え
、
こ
の
流
れ
に
対
応
す
る

べ
く
デ
ジ
タ
ル
・
Ｄ
Ｘ
人
材
の
育
成

を
柱
に
し
た
リ
ス
キ
リ
ン
グ
を
テ
ー

マ
に
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
の
委
員
会
で
は
、
会
員
企

業
の
従
業
員
が
学
び
や
す
い
学
習
方

法
を
協
議
。
そ
の
結
果
、
空
き
時
間

に
自
由
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
何
度

も
見
返
し
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
る
Ｗ
ｅ
ｂ
動
画
が
相
応
し
い
と

の
意
見
で
一
致
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
商
議
所
独
自
の
動
画
コ

ン
テ
ン
ツ
の
作
成
や
配
信
方
法
な
ど

に
つ
い
て
更
に
検
討
し
、
来
年
度
の

実
用
化
に
向
け
て
準
備
を
進
め
る
予

定
に
し
て
い
ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
は
次
の
み
な
さ
ん
。

　
担
当
副
会
頭
兼
委
員
長
＝
平
井
耕

司
（
㈱
鳥
取
銀
行
代
表
取
締
役
会
長
）

▽
副
委
員
長
＝
山
中
英
雄
（
㈱
情
報

サ
ー
ビ
ス
鳥
取
代
表
取
締
役
会
長
）

▽
委
員
＝
玉
木
淳
二
（
鳥
取
医
療
器

㈱
代
表
取
締
役
）
▽
委
員
＝
森
下
泰

年
（
㈱
森
下
久
平
商
店
代
表
取
締
役
）

▽
田
中
健
志
（
田
中
工
業
㈱
代
表
取

締
役
社
長
）
▽
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
委
員

＝
田
中
拓
哉
（
鳥
取
県
商
工
労
働
部

産
業
人
材
課
課
長
補
佐
）

　　　我が社では、従業員の勤務評価理由のみならず、従業員採用面接におけ

　　　る不採用理由についても開示しておりません。先日、採用面接で不採用

となった応募者から、就職差別にあたるとして不採用理由の開示請求を受けま

したが、これに応じなければならないのでしょうか？

　　　今回は、不採用理由の開示について説明します。事業者が従業員の採否

　　　を決定するにあたっては、広い裁量判断の自由が認められるべきところ

（最高裁昭和48年12月12日判例参照）、採否を決定するにあたってどのような要素を重視するかは原則と

して事業者の自由といえますので、不採用理由の開示・不開示も事業者の自由であり不採用理由を開示

する義務はありません（東京高裁昭和50年12月22日判決参照）。

　ただし職業安定法３条では、信条、性別、従前の職業等を理由として、採用について差別的な取扱い

を禁止する旨定められています。

　そこで、就職差別にあたるとして不採用理由の開示請求を受けた場合、事業者がこれを開示する義務

を負うかが一応問題となりますが、不採用理由は個人情報保護法の適用を受ける個人データに該当しま

すので、個人情報保護法33条２項２号の規定により開示義務を負わないものといえます。

　したがって、たとえ差別的な理由で不採用にしても不採用理由が開示されないため、発覚せずに済む

かもしれませんが、従業員等会社内部からの通報により差

別的な理由で不採用にしていたことが発覚すれば行政処分

の対象にもなりかねませんので、差別的な理由で不採用に

することのないようくれぐれもご注意下さい。

 不採用理由の開示
Q

事業主と労働者のための

法律相談

Q Ａ＆
146

Ａ

弁護士　上　田　雅　稔
（いなば総合法律事務所）

鳥取市本町３丁目２０１　鳥取商工会議所ビル５Ｆ

TEL0857-21-2377  FAX0857-22-6857

 

企
画
政
策
委
員
会
開
催

　
　

リ
ス
キ
リ
ン
グ
事
業
を
検
討

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｗ
ｅ
ｂ
動
画
で
学
び
の
機
会
提
供

委員会をしている様子
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特許相談会のご案内

　相談会では、アイデア段階から特
許取得、事業発展に至る各段階にお
いて、権利を得るための必要な手順
などを専門家（弁理士）に直接相談で
きます。
　ぜひお気軽にご利用ください。

１．開催日　随時開催
� （随時申込、日程調整後にオンライン開催）

２．相談員 渡辺国際特許事務所
� 所長弁理士　　渡辺三彦氏
� 副所長弁理士　水内龍介氏
� （２人のうち、どちらか１人が対応）

３．問い合わせ先
　　鳥取商工会議所経営支援一課
� TEL：0857−32−8005

　
鳥
取
県
信
用

保
証
協
会
の
鳥

取
商
工
会
議
所

職

務

執

行

者

が
、
長
田
秀
樹

氏
か
ら
北
川
弘
之
氏
（
専
務
理
事
）

＝
写
真
＝
に
交
代
さ
れ
ま
し
た
。

 

【
代
表
者
変
更
】

◆
㈱
み
ず
ほ
銀
行
鳥
取
支
店

　
鳥
取
市
末
広
温
泉
町
７
１
５

　
支
店
長
＝
田
中
　
正
弥

 

【
住
所
変
更
】

◆
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ア
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
・
ア
ン
ド
・
サ
ー
ビ
ス
鳥
取
営

業
所

　
鳥
取
市
新
品
治
町
１
―
６
→
鳥
取

市
新
品
治
町
１
―
２

◆
㈱
サ
ワ

　
鳥
取
市
西
品
治
５
１
０
―
６
→
鳥

取
市
西
品
治
８
９
１
―
６

◆
　
　
　
◆
　
　
　
◆

　
社
名
変
更
・
代
表
者
変
更
・
住
所

変
更
等
の
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

�

鳥
取
商
工
会
議
所
総
務
課

 

鳥
取
商
工
会
議
所
人
事
異
動

（
５
月
１
日
付
）

◇
採
用

経
営
支
援
部
経
営
支
援
一
課
主
事

長
谷
川
裕
俊

事業主のみなさまへ
労働保険の「年度更新」手続きをお願いします

　労働保険の年度更新手続きの時期となりました。

　今年の年度更新は、６月１日から７月10日までの間に申告・納付手続きをお願いします。

　申告書は、期間中、電子申請の受付のほか、県内各所に設ける集合受付会場、鳥取労働局、

最寄りの労働基準監督署、電子申請等で受け付けします。

　　●年度更新集合受付
　　　・鳥取労働局（４階会議室）　　６月６日（火）、12日（月）、23日（金）、26日（月）、30日（金）
　　　　　　　　　　　　　　　　　７月10日（月）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（９時〜１6時）

〔お問い合わせ先〕
鳥取労働局労働保険徴収室

電話：０８５７－２９－１７０２

議  

員  

交  

代

会
員
情
報
（�

）

敬
称
略
・

順
不
同

２
月
16
日
～
４
月
15
日
届
け
出
分

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 商工会議所検定試験は、企業現場で求められる実践的な能力を育成し、評価・認定することを目的に実
施しており、企業や教育機関から高い評価と信頼を得ています。 
 
 検定試験への取り組みを通じて修得した、社会人として活躍するための知識やスキルは、目まぐるしく
変化する時代に対応した人材になる一助となります。また、資格取得は、自らの持つ能力や可能性を最も
わかりやすくアピールすることができる確かな「証」となるもので、就職・転職、キャリアアップなど各々の
目標に向けて、生涯を通じて大きな力となり、新しい自分の可能性を引き出します。 
 
 商工会議所の検定試験に向けた学習・受験を通じて、多くの方が「できる」を増やし、資格取得が新たな
時代をリードする際の一助となれば幸いです。 

進路・キャリアの「悩み」を解消する資格 

販売・接客技術をはじめとして、販売促進に向けた企画立案や在庫管理、 
マーケティング、店舗の管理まで幅広く実践的な知識が身につきます。 

どんな資格なの？ 役立つ資格なの？ 

どんなことが勉強できるの？ 難しくないの？ 

本検定の学習内容は、多くのビジネスシーンで
必須となる「経営学」や「マーケティング論」がベー
スとなっており、販売・流通・営業・マーケティング
に関わる知識が学べ、様々な業種・職種で役立つ
資格です。 

また、簿記、FP（ファイナンシャルプランナー）、
宅建士、中小企業診断士といった他のビジネス資
格とも学習面や業務面で関連性・親和性が高い
ため、将来の進路に悩んでいる方にとって、「資格
への入門」としておススメです。 

本検定は、日商簿記と同様に「商工会議所」が
実施する公的資格です。合格者は「販売士」（英文
表記：Retail Sales ＆ Management 
Specialist）を名乗ることができ、いわゆる「士
業」の一つです。  

また、流通・小売業界で唯一の公的資格であ
り、入試で優遇する大学や「採用」「昇進」の条件
にする企業・公共機関などもあります。学生のう
ちに本資格を取得すると、履歴書やエントリーシ
ートでの自己アピールにつながります。 

本検定では「数学」や「簿記」の知識がなくても
経営に必要な「決算書」を読む力を身に付けられ
ます。出題形式は「記述式」ではなく、「正誤選択
＆４択※1」形式であり、公式テキスト（販売士ハン
ドブック）から 1 級は 7 割、2 級は 8 割、3 級は
9 割が出題されるなど、初学者・独学者でも取り
組みやすくなっており、高校生、専門学校生、大学
生なども多数受験しています。 

また、ネット試験により、いつでも受験できるこ
とから、自身の学習にメドが立った段階で受験で
き、仮に不合格でも「すぐに（何度でも）受験でき
る」ことから学習は無駄になりません。 
※1 1 級のみ記述式問題あり（語句・短文の穴埋め記述式） 

本検定が対象としている学習領域は、主に「流
通・小売業」であり、身近にあるコンビニエンスス
トアやスーパー、アパレルショップ、ネットショップ
などをイメージして学ぶことができます。マーケ
ティングをはじめ、仕入れ（品ぞろえなど）や在庫
管理、売り場づくり（陳列など）、接客マナー、人
事・労務管理を含む経営管理など、流通・小売業
で働く方々（販売者）にとって必要な知恵（基礎知
識や技能）が身に付きます。普段の一般消費者と
しての買い物も、販売者目線で客観的に見れるよ
うになり、日常のアルバイトや就活面談等でも役
立ちます。 
 

日本商工会議所検定ホームページ 

https://www.kentei.ne.jp 
詳細は 日商検定 検 索 

鳥取商工会議所検定担当 

TEL：0857-32-8004 FAX：0857-22-6939 

http://www.tottori-cci.or.jp/ 

 

 変化するビジネスモデルに対応する 

ために、新しいスキルや知識を学ぶ 

「リスキリング」を国も応援しています。 

商工会議所の検定試験は 

業種・業態を問わず広く 

活用いただける資格を取り 

揃えていますので、チャレン 

ジしてみてください。 



鳥取商工会議所報
VOL747.2023.5.15

９

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 商工会議所検定試験は、企業現場で求められる実践的な能力を育成し、評価・認定することを目的に実
施しており、企業や教育機関から高い評価と信頼を得ています。 
 
 検定試験への取り組みを通じて修得した、社会人として活躍するための知識やスキルは、目まぐるしく
変化する時代に対応した人材になる一助となります。また、資格取得は、自らの持つ能力や可能性を最も
わかりやすくアピールすることができる確かな「証」となるもので、就職・転職、キャリアアップなど各々の
目標に向けて、生涯を通じて大きな力となり、新しい自分の可能性を引き出します。 
 
 商工会議所の検定試験に向けた学習・受験を通じて、多くの方が「できる」を増やし、資格取得が新たな
時代をリードする際の一助となれば幸いです。 

進路・キャリアの「悩み」を解消する資格 

販売・接客技術をはじめとして、販売促進に向けた企画立案や在庫管理、 
マーケティング、店舗の管理まで幅広く実践的な知識が身につきます。 

どんな資格なの？ 役立つ資格なの？ 

どんなことが勉強できるの？ 難しくないの？ 

本検定の学習内容は、多くのビジネスシーンで
必須となる「経営学」や「マーケティング論」がベー
スとなっており、販売・流通・営業・マーケティング
に関わる知識が学べ、様々な業種・職種で役立つ
資格です。 

また、簿記、FP（ファイナンシャルプランナー）、
宅建士、中小企業診断士といった他のビジネス資
格とも学習面や業務面で関連性・親和性が高い
ため、将来の進路に悩んでいる方にとって、「資格
への入門」としておススメです。 

本検定は、日商簿記と同様に「商工会議所」が
実施する公的資格です。合格者は「販売士」（英文
表記：Retail Sales ＆ Management 
Specialist）を名乗ることができ、いわゆる「士
業」の一つです。  

また、流通・小売業界で唯一の公的資格であ
り、入試で優遇する大学や「採用」「昇進」の条件
にする企業・公共機関などもあります。学生のう
ちに本資格を取得すると、履歴書やエントリーシ
ートでの自己アピールにつながります。 

本検定では「数学」や「簿記」の知識がなくても
経営に必要な「決算書」を読む力を身に付けられ
ます。出題形式は「記述式」ではなく、「正誤選択
＆４択※1」形式であり、公式テキスト（販売士ハン
ドブック）から 1 級は 7 割、2 級は 8 割、3 級は
9 割が出題されるなど、初学者・独学者でも取り
組みやすくなっており、高校生、専門学校生、大学
生なども多数受験しています。 

また、ネット試験により、いつでも受験できるこ
とから、自身の学習にメドが立った段階で受験で
き、仮に不合格でも「すぐに（何度でも）受験でき
る」ことから学習は無駄になりません。 
※1 1 級のみ記述式問題あり（語句・短文の穴埋め記述式） 

本検定が対象としている学習領域は、主に「流
通・小売業」であり、身近にあるコンビニエンスス
トアやスーパー、アパレルショップ、ネットショップ
などをイメージして学ぶことができます。マーケ
ティングをはじめ、仕入れ（品ぞろえなど）や在庫
管理、売り場づくり（陳列など）、接客マナー、人
事・労務管理を含む経営管理など、流通・小売業
で働く方々（販売者）にとって必要な知恵（基礎知
識や技能）が身に付きます。普段の一般消費者と
しての買い物も、販売者目線で客観的に見れるよ
うになり、日常のアルバイトや就活面談等でも役
立ちます。 
 

日本商工会議所検定ホームページ 

https://www.kentei.ne.jp 
詳細は 日商検定 検 索 

鳥取商工会議所検定担当 

TEL：0857-32-8004 FAX：0857-22-6939 

http://www.tottori-cci.or.jp/ 

 

 変化するビジネスモデルに対応する 

ために、新しいスキルや知識を学ぶ 

「リスキリング」を国も応援しています。 

商工会議所の検定試験は 

業種・業態を問わず広く 

活用いただける資格を取り 

揃えていますので、チャレン 

ジしてみてください。 
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〈令和５年度日本YEGスローガン〉
 Challenge  Everything   ～持続可能で心豊かな未来への貢献～

井上   直樹会長

鳥取商工会議所青年部

会
長
あ
い
さ
つ

株式会社 井上機械

　
風
薫
る
5
月
、
新
緑
が
さ
わ
や
か
な
季
節

に
な
り
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
5
月
8
日
に
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

法
の
位
置
づ
け
も
5
類
に
移
行
さ
れ
、
私
た

ち
も
ま
さ
に
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
社
会
を
一

歩
一
歩
着
実
に
前
進
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。

　
4
月
4
日
に
因
幡
千
本
桜 
桜
の
園
に
お

い
て
毎
年
恒
例
の
花
見
昼
食
会
を
光
浪
Ｏ
Ｂ

に
お
越
し
い
た
だ
き
、
多
く
の
会
員
と
共
に

開
催
致
し
ま
し
た
。
因
幡
千
本
桜 

桜
の
園

は
昭
和
58
年
に
諸
先
輩
方
が
鳥
取
に
新
た
な

桜
の
名
所
づ
く
り
を
提
案
さ
れ
、
昭
和
62
年

の
植
樹
に
て
1
0
0
0
本
を
達
成
、
今
日
に

は
市
民
の
憩
い
の
場
所
と
し
て
広
く
愛
さ
れ

る
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
改
め
て
諸
先
輩

方
の
功
績
に
会
員
一
同
感
謝
し
な
が
ら
、
ま

た
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
原
点
と
な
る
事
業
に
想
い
を
馳

せ
な
が
ら
の
楽
し
い
昼
食
会
に
な
り
ま
し
た
。

同
時
に
今
年
度
も
開
催
し
て
い
る
因
幡
千
本

桜
フ
ォ
ト
＆
動
画
コ
ン
テ
ス
ト
2
0
2
3
の

Ｐ
Ｒ
を
来
園
中
の
花
見
客
に
行
い
ま
し
た
。

桜
の
園
が
よ
り
一
層
愛
さ
れ
る
場
所
と
し
て

あ
り
続
け
る
よ
う
、
今
後
と
も
誇
り
を
も
っ

て
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
4
月
11
日
に
は
令
和
5
年
度
定
期
総
会
及

び
4
月
キ
ッ
ク
オ
フ
例
会
が
行
わ
れ
、
鳥
取

市
長
深
澤
義
彦
様
、
鳥
取
商
工
会
議
所
会
頭

児
嶋
祥
悟
様
を
は
じ
め
多
く
の
来
賓
の
方
に

ご
臨
席
賜
り
、
ま
た
私
た
ち
の
先
輩
で
あ
る

Ｏ
Ｂ
の
皆
様
に
も
多
数
お
越
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。
来
賓
の
皆
様
に
は
、
温
か
い
励
ま
し

や
応
援
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
会
員
ひ
と

り
ひ
と
り
の
心
に
残
っ
た
で
あ
ろ
う
と
感
じ

て
い
ま
す
。
今
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
重
点
活

動
方
針
、
お
よ
び
今
後
5
年
間
の
中
期
ビ
ジ

ョ
ン
の
発
表
、
委
員
会
紹
介
を
行
い
今
年
度

の
活
動
を
よ
り
深
く
ご
理
解
い
た
だ
け
た
と

と
も
に
、
全
メ
ン
バ
ー
で
協
力
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
決
意
を
ご
披
露
出
来
た
と
思
い
ま

す
。
来
賓
を
お
招
き
し
て
3
年
ぶ
り
に
飲
食

を
伴
っ
た
例
会
で
し
た
の
で
、
来
賓
、Ｏ
Ｂ

の
皆
様
と
現
役
メ
ン
バ
ー
の
懇
親
が
図
ら

れ
、
今
年
度
の
活
動
に
向
け
て
様
々
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
例
会
を

き
っ
か
け
に
、更
に
団
結
力
を
高
め
、今
後
行

う
様
々
な
事
業
を
成
功
に
導
い
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
4
月
よ
り
14
名
の
新
入
会
員
が

入
会
し
、
ま
た
1
人
の
交
代
会
員
も
迎
え
入

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
様
々
な
業
種
・

職
種
の
方
々
が
加
わ
り
、
こ
れ
ま
で
の
経
験

を
生
か
し
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
ア
イ
デ
ア

で
、
活
発
な
活
動
に
貢
献
し
て
く
れ
る
こ
と

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部
は
、
地

域
や
会
員
企
業
の
発
展
に
向
け
て
、
多
様
な

人
材
が
集
ま
り
、
共
に
協
力
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
し
い
仲
間
を
迎
え
約
2
0
0
名
の
会
員
と

共
に
、
さ
ら
な
る
活
動
の
充
実
と
発
展
を
目

指
し
、
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
ご
理
解
と
お
力
添
え
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

令
和
５
年
度

発行：令和 5年 5月１5日
鳥取商工会議所青年部

広報ブランディング委員会

5

会長あいさつ

集合写真

　
令
和
5
年
4
月
11
日
（
火
）、
定
期
総
会
及
び
４
月
キ
ッ
ク
オ
フ
例
会

を
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥
取
鶴
の
間
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
政
府
か
ら
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
5
類
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と

も
決
ま
り
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
よ
う
に
キ
ッ

ク
オ
フ
例
会
を
会
食
形
式
で
再
開
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
例
会
で
は
お
忙
し
い
中
、
深
澤
鳥
取
市
長
、
児
嶋
会
頭
を
は
じ
め
多
く

の
来
賓
・
Ｏ
Ｂ
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
会
員
を
合
わ
せ
総
勢
1
5
5

名
と
キ
ッ
ク
オ
フ
例
会
と
し
て
は
過
去
最
高
の
人
数
が
出
席
さ
れ
最
高
の

船
出
と
な
り
ま
し
た
。

　
井
上
会
長
か
ら
は
、
今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
・
重
点
活
動
項
目
の
発
表

が
あ
り
、「
よ
り
魅
力
あ
る
地
域
を
目
指
す
た
め
に
関
係
各
所
と
連
携

し
、
新
し
い
時
代
を
切
り
開
く
団
体
に
な
る
。」
と
、
会
員
へ
の
道
標
を

力
強
く
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
創
立
45
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
、
今
後
5
年
間
の
ビ
ジ
ョ

ン
・
活
動
方
針
を
田
淵
副
会
長
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に

も
、
新
入
会
員
の
紹
介
や
各
委
員
会
の
テ
ー
マ
発
表
と
委
員
長
所
信
表
明

を
行
う
な
ど
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
意
識
で
き
る
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
4
月
よ
り
14
名
の
新
入
会
員
と
1
名
の
交
代
会
員
が
入
会
さ

れ
会
員
数
1
9
9
名
で
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。
新
た
に
掲
げ
た
ビ
ジ
ョ

ン
を
基
に
青
年
経
済
団
体
と
し
て
、
会
員
が
同
じ
ベ
ク
ト
ル
で
活
動
で
き

る
と
共
に
、
更
な
る
地
域
の
商
工
業
の
発
展
に
力
を
入
れ
活
動
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
一
年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

総
務
委
員
会 

委
員
長
　
藤
原 

成
司

定
期
総
会・４
月
キ
ッ
ク
オ
フ
例
会
開
催

定
期
総
会・４
月
キ
ッ
ク
オ
フ
例
会
開
催

　
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
千
本
桜
の
桜
植
樹
活
動
は
約
40
年
前
に
、「
後
世

に
残
る
市
民
の
共
有
財
産
と
し
て
ど
こ
に
も
負
け
な
い
桜
の
名

所
を
作
り
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
始
ま
り
今
ま
で
続
い
て
い

ま
す
。
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
活
動
と
存
在
を
認
知
普
及
す
る
た
め
に
、
外

部
参
加
者
を
で
き
る
だ
け
多
く
巻
き
込
め
る
よ
う
、
毎
年
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
か
ら
は
、
フ
ォ
ト

＆
動
画
コ
ン
テ
ス
ト
同
時
開
催
を
試
み
ま
し
た
。
動
画
は
表
現

の
幅
が
大
き
く
、
機
材
に
よ
る
差
が
少
な
い
た
め
、
学
生
や
若

者
た
ち
が
参
加
し
や
す
く
す

る
狙
い
で
す
。
投
稿
参
加
を

呼
び
か
け
る
た
め
、
チ
ラ
シ

配
布
に
何
度
も
桜
の
園
に
足

を
運
び
ま
し
た
。
天
気
の
良

い
日
は
老
若
男
女
皆
が
花
見

を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
る
姿
が

印
象
的
で
、
こ
の
場
所
を
歴

代
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
が
作
っ
て

来
ら
れ
た
こ
と
を
誇
ら
し
く

思
い
ま
し
た
。

広
報
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
委
員
会
　

 

委
員
長
　
太
田 

哲
平

　    　山本 明英 君
　  （やまもと あきひで）
事 業 所 名  吾妻商事㈲
所属委員会  広報ブランディング委員会

　    　田中 秀幸 君
　  （たなか ひでゆき）
事 業 所 名  公益財団法人鳥取市環境事業公社
所属委員会   総務委員会

　     上田 真由美 君
　    （うえだ まゆみ）
事 業 所 名  Stier（シュティア）
所属委員会  総務委員会

　   　雨河 雅裕 君
　（あめかわ まさひろ）
事 業 所 名  ㈱あめかわ農園
所属委員会  総務委員会

    　  小林 幸太郎 君
　 （こばやし こうたろう）
事 業 所 名  ㈲かわと興産
所属委員会  45周年企画実行委員会

新  入  会  員

　    　亀木 理加 君
　 　  （かめき りか）
事 業 所 名  ナイトラウンジ アール
所属委員会   政策提言委員会

　    　大杉 健二 君
　   （おおすぎ けんじ）
事 業 所 名  鳥取信用金庫
所属委員会  政策提言委員会

　   　田中 雅士 君
　    （たなか まさし）
事 業 所 名  プルデンシャル生命保険㈱
所属委員会  会員交流委員会

　   　安村 圭助 君
　 （やすむら けいすけ）
事 業 所 名  セコム㈱鳥取統括支社
所属委員会 45周年企画実行委員会

　    　大塩 晋也 君
　   （おおしお しんや）
事 業 所 名  ハリカ鳥取店
所属委員会  まちなか活性化委員会

　    　西垣 和也 君
　   （にしがき かずや）
事 業 所 名  ㈱川崎クレーン
所属委員会  会員増強委員会

　    　久本 幸広 君
　  （ひさもと ゆきひろ）
事 業 所 名  ㈱久本管工
所属委員会  ビジネス委員会

　     吉谷 勇一郎 君
　（よしたに ゆういちろう）
事 業 所 名  ㈱吉谷機械製作所
所属委員会  まちなか活性化委員会

　   　亀谷 勇斗 君
　    （かめや ゆうと）
事 業 所 名  ㈱スタックス
所属委員会  まちなか活性化委員会

　    　入江 秀幸 君
　　（いりえ ひでゆき）
事 業 所 名  三光㈱鳥取支店
所属委員会  鳥取お城委員会

因
幡
千
本
桜

　フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

因
幡
千
本
桜

　フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
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所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
改
め
て
諸
先
輩

方
の
功
績
に
会
員
一
同
感
謝
し
な
が
ら
、
ま

た
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
原
点
と
な
る
事
業
に
想
い
を
馳

せ
な
が
ら
の
楽
し
い
昼
食
会
に
な
り
ま
し
た
。

同
時
に
今
年
度
も
開
催
し
て
い
る
因
幡
千
本

桜
フ
ォ
ト
＆
動
画
コ
ン
テ
ス
ト
2
0
2
3
の

Ｐ
Ｒ
を
来
園
中
の
花
見
客
に
行
い
ま
し
た
。

桜
の
園
が
よ
り
一
層
愛
さ
れ
る
場
所
と
し
て

あ
り
続
け
る
よ
う
、
今
後
と
も
誇
り
を
も
っ

て
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
4
月
11
日
に
は
令
和
5
年
度
定
期
総
会
及

び
4
月
キ
ッ
ク
オ
フ
例
会
が
行
わ
れ
、
鳥
取

市
長
深
澤
義
彦
様
、
鳥
取
商
工
会
議
所
会
頭

児
嶋
祥
悟
様
を
は
じ
め
多
く
の
来
賓
の
方
に

ご
臨
席
賜
り
、
ま
た
私
た
ち
の
先
輩
で
あ
る

Ｏ
Ｂ
の
皆
様
に
も
多
数
お
越
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。
来
賓
の
皆
様
に
は
、
温
か
い
励
ま
し

や
応
援
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
会
員
ひ
と

り
ひ
と
り
の
心
に
残
っ
た
で
あ
ろ
う
と
感
じ

て
い
ま
す
。
今
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
重
点
活

動
方
針
、
お
よ
び
今
後
5
年
間
の
中
期
ビ
ジ

ョ
ン
の
発
表
、
委
員
会
紹
介
を
行
い
今
年
度

の
活
動
を
よ
り
深
く
ご
理
解
い
た
だ
け
た
と

と
も
に
、
全
メ
ン
バ
ー
で
協
力
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
決
意
を
ご
披
露
出
来
た
と
思
い
ま

す
。
来
賓
を
お
招
き
し
て
3
年
ぶ
り
に
飲
食

を
伴
っ
た
例
会
で
し
た
の
で
、
来
賓
、Ｏ
Ｂ

の
皆
様
と
現
役
メ
ン
バ
ー
の
懇
親
が
図
ら

れ
、
今
年
度
の
活
動
に
向
け
て
様
々
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
例
会
を

き
っ
か
け
に
、更
に
団
結
力
を
高
め
、今
後
行

う
様
々
な
事
業
を
成
功
に
導
い
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
4
月
よ
り
14
名
の
新
入
会
員
が

入
会
し
、
ま
た
1
人
の
交
代
会
員
も
迎
え
入

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
様
々
な
業
種
・

職
種
の
方
々
が
加
わ
り
、
こ
れ
ま
で
の
経
験

を
生
か
し
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
ア
イ
デ
ア

で
、
活
発
な
活
動
に
貢
献
し
て
く
れ
る
こ
と

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部
は
、
地

域
や
会
員
企
業
の
発
展
に
向
け
て
、
多
様
な

人
材
が
集
ま
り
、
共
に
協
力
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
し
い
仲
間
を
迎
え
約
2
0
0
名
の
会
員
と

共
に
、
さ
ら
な
る
活
動
の
充
実
と
発
展
を
目

指
し
、
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
ご
理
解
と
お
力
添
え
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

令
和
５
年
度

発行：令和 5年 5月１5日
鳥取商工会議所青年部

広報ブランディング委員会
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会長あいさつ

集合写真

　
令
和
5
年
4
月
11
日
（
火
）、
定
期
総
会
及
び
４
月
キ
ッ
ク
オ
フ
例
会

を
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥
取
鶴
の
間
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
政
府
か
ら
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
5
類
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と

も
決
ま
り
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
よ
う
に
キ
ッ

ク
オ
フ
例
会
を
会
食
形
式
で
再
開
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
例
会
で
は
お
忙
し
い
中
、
深
澤
鳥
取
市
長
、
児
嶋
会
頭
を
は
じ
め
多
く

の
来
賓
・
Ｏ
Ｂ
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
会
員
を
合
わ
せ
総
勢
1
5
5

名
と
キ
ッ
ク
オ
フ
例
会
と
し
て
は
過
去
最
高
の
人
数
が
出
席
さ
れ
最
高
の

船
出
と
な
り
ま
し
た
。

　
井
上
会
長
か
ら
は
、
今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
・
重
点
活
動
項
目
の
発
表

が
あ
り
、「
よ
り
魅
力
あ
る
地
域
を
目
指
す
た
め
に
関
係
各
所
と
連
携

し
、
新
し
い
時
代
を
切
り
開
く
団
体
に
な
る
。」
と
、
会
員
へ
の
道
標
を

力
強
く
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
創
立
45
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
、
今
後
5
年
間
の
ビ
ジ
ョ

ン
・
活
動
方
針
を
田
淵
副
会
長
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に

も
、
新
入
会
員
の
紹
介
や
各
委
員
会
の
テ
ー
マ
発
表
と
委
員
長
所
信
表
明

を
行
う
な
ど
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
意
識
で
き
る
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
4
月
よ
り
14
名
の
新
入
会
員
と
1
名
の
交
代
会
員
が
入
会
さ

れ
会
員
数
1
9
9
名
で
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。
新
た
に
掲
げ
た
ビ
ジ
ョ

ン
を
基
に
青
年
経
済
団
体
と
し
て
、
会
員
が
同
じ
ベ
ク
ト
ル
で
活
動
で
き

る
と
共
に
、
更
な
る
地
域
の
商
工
業
の
発
展
に
力
を
入
れ
活
動
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
一
年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

総
務
委
員
会 

委
員
長
　
藤
原 

成
司

定
期
総
会・４
月
キ
ッ
ク
オ
フ
例
会
開
催

定
期
総
会・４
月
キ
ッ
ク
オ
フ
例
会
開
催

　
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
千
本
桜
の
桜
植
樹
活
動
は
約
40
年
前
に
、「
後
世

に
残
る
市
民
の
共
有
財
産
と
し
て
ど
こ
に
も
負
け
な
い
桜
の
名

所
を
作
り
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
始
ま
り
今
ま
で
続
い
て
い

ま
す
。
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
活
動
と
存
在
を
認
知
普
及
す
る
た
め
に
、
外

部
参
加
者
を
で
き
る
だ
け
多
く
巻
き
込
め
る
よ
う
、
毎
年
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
か
ら
は
、
フ
ォ
ト

＆
動
画
コ
ン
テ
ス
ト
同
時
開
催
を
試
み
ま
し
た
。
動
画
は
表
現

の
幅
が
大
き
く
、
機
材
に
よ
る
差
が
少
な
い
た
め
、
学
生
や
若

者
た
ち
が
参
加
し
や
す
く
す

る
狙
い
で
す
。
投
稿
参
加
を

呼
び
か
け
る
た
め
、
チ
ラ
シ

配
布
に
何
度
も
桜
の
園
に
足

を
運
び
ま
し
た
。
天
気
の
良

い
日
は
老
若
男
女
皆
が
花
見

を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
る
姿
が

印
象
的
で
、
こ
の
場
所
を
歴

代
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
が
作
っ
て

来
ら
れ
た
こ
と
を
誇
ら
し
く

思
い
ま
し
た
。

広
報
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
委
員
会
　

 

委
員
長
　
太
田 

哲
平

　    　山本 明英 君
　  （やまもと あきひで）
事 業 所 名  吾妻商事㈲
所属委員会  広報ブランディング委員会

　    　田中 秀幸 君
　  （たなか ひでゆき）
事 業 所 名  公益財団法人鳥取市環境事業公社
所属委員会   総務委員会

　     上田 真由美 君
　    （うえだ まゆみ）
事 業 所 名  Stier（シュティア）
所属委員会  総務委員会

　   　雨河 雅裕 君
　（あめかわ まさひろ）
事 業 所 名  ㈱あめかわ農園
所属委員会  総務委員会

    　  小林 幸太郎 君
　 （こばやし こうたろう）
事 業 所 名  ㈲かわと興産
所属委員会  45周年企画実行委員会

新  入  会  員

　    　亀木 理加 君
　 　  （かめき りか）
事 業 所 名  ナイトラウンジ アール
所属委員会   政策提言委員会

　    　大杉 健二 君
　   （おおすぎ けんじ）
事 業 所 名  鳥取信用金庫
所属委員会  政策提言委員会

　   　田中 雅士 君
　    （たなか まさし）
事 業 所 名  プルデンシャル生命保険㈱
所属委員会  会員交流委員会

　   　安村 圭助 君
　 （やすむら けいすけ）
事 業 所 名  セコム㈱鳥取統括支社
所属委員会 45周年企画実行委員会

　    　大塩 晋也 君
　   （おおしお しんや）
事 業 所 名  ハリカ鳥取店
所属委員会  まちなか活性化委員会

　    　西垣 和也 君
　   （にしがき かずや）
事 業 所 名  ㈱川崎クレーン
所属委員会  会員増強委員会

　    　久本 幸広 君
　  （ひさもと ゆきひろ）
事 業 所 名  ㈱久本管工
所属委員会  ビジネス委員会

　     吉谷 勇一郎 君
　（よしたに ゆういちろう）
事 業 所 名  ㈱吉谷機械製作所
所属委員会  まちなか活性化委員会

　   　亀谷 勇斗 君
　    （かめや ゆうと）
事 業 所 名  ㈱スタックス
所属委員会  まちなか活性化委員会

　    　入江 秀幸 君
　　（いりえ ひでゆき）
事 業 所 名  三光㈱鳥取支店
所属委員会  鳥取お城委員会

因
幡
千
本
桜

　フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

因
幡
千
本
桜

　フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト



鳥取商工会議所報
VOL747.2023.5.15

12

　
令
和
５
年
度
、
鳥
取
商
工
会
議
所

女
性
会
通
常
総
会
を
、
４
月
21
日

（
金
）、
鳥
取
商
工
会
議
所
で
開
催
し

ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
商

工
会
議
所
女
性
会
の
歌
と
活

動
指
針
を
黙
唱
し
、
令
和
５

年
度
事
業
計
画
（
案
）、
及

び
収
支
予
算
（
案
）
も
原
案

通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
井
会
長
は
「
今
い
る
メ

ン
バ
ー
と
の
つ
な
が
り
も
深

め
つ
つ
、
対
外
的
に
女
性
会

の
認
知
度
を
た
か
め
る
よ

う
な
活
動
も
行
っ
て
い
き
た

い
。
60
周
年
記
念
事
業
の
締

め
く
く
り
の
年
を
皆
様
と
力

を
合
わ
せ
て
臨
み
た
い
」
と
挨
拶
さ

れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

落
ち
着
き
を
見
せ
る
中
、
新
し
い
こ

と
に
も
挑
戦
し
つ
つ
、
会
員
同
士
が

心
を
一
つ
に
で
き
る
１
年
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

 

令
和
５
年
度

　
通
常
総
会
を
開
催

2023 ５ MAY

女性会だより

◆県商女性連定期総会、会員交流会　　６月14日（水）＠倉吉

◆第３６回中商女性連児島大会　　　　７月５日（水）～６日（木）於：せとうち児島ホテル

◆第５５回全商女性連新潟大会　　　１０月５日（木）～６日（金）於：新潟市 朱鷺メッセ

－ 令和５年度鳥取商工会議所女性会　組織と活動 －
（担当副会長）德田和子、北村由美　（委員長）森　文江　（副委員長）水本みどり

（委員）青木美保子、安宅智代、石川清美、稲中真知子、太田　縁、嘉本映子、

　　　 河崎妙子、岸本典子、常田明美、清水　恵、西山睦深、八村恵美子、

　　　 英　咲子、浜村恵子、林　一恵、森田祐子、森谷祐子、米村京子
　　　 【活動】所報（女性会だより）、講演会、視察研修会の企画・運営　ほか

会長

中井 英子

総括

（担当副会長）山口朝子　（委員長）西垣三枝子　（副委員長）吉岡きよ乃

（委員）安部裕子、石谷泰子、井上郁代、上山弘子、内田節子、大家祐子、

　　　 尾前礼子、加藤陽子、門脇時子、川口眞佐子、吉川桂子、竹本恵理子、

　　　 谷口真由美、西垣祐子、久住綾子、福嶋登美子、山根恵子
　　　 【活動】イベント、新年例会の企画・運営　ほか

（実行委員長）川口眞佐子

（委員）中井英子、德田和子、山口朝子、北村由美、常田明美、浜村恵子
　　　 【活動】創立60周年記念事業に向けた企画・運営

（委員）中井英子、浜村恵子、吉川桂子
　　　 【活動】現在の女性会のに適した会則にするための検討・提案

総務委員会

会員委員会

創立60周年記念事業実行委員会

会則検討委員会（特別委員会）

～今後の大会スケジュール～

　
　
通
常
総
会
の
よ
う
す

　
　
議
長
を
務
め
る

　
　
中
井
会
長
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文化芸術団体の活動・・・・・・・・・・・・・・・・ 

【対象となる団体】鳥取県文化団体連合会、鳥取市文化団体協議会の加盟団体またはその構成団体で 

鳥取市内に本拠を置く団体、文化芸術の公演のために組織された鳥取市内の実行委員会など 

 

学校等の文化・教育に関する活動・・・・・・・・・・ 

【対象となる活動】学校単位、学校のサークルやクラブ等で行う活動で、 

幼児・児童・生徒が行う公演や練習、作品の展示などの文化芸術に関する活動 

研修会、講座、講演会、ボランティア等の教育に関する活動など 

学生や生徒等の文化活動や社会参加を目的とする活動 

【対象となる活動】大学生・高校生等が個人として行う活動で、文化や社会参加に関する活動 

例えば…学生個人同士が集まって行うライブやダンス等の練習、 

ボランティア活動、交流会など 
 

商店街振興組合や商店会、経済団体等の活動・・・・・ 

【対象となる団体】鳥取市に拠点を置く商店街振興組合、商店会、経済団体、事業共同組合、 

企業組合、協業組合、商工組合など 

 

まちづくり推進団体の活動・・・・・・・・・・・・・ 

【対象となる活動】鳥取商工会議所がまちづくり推進団体に対し必要と認めた場合 

 
※いずれの場合も、設備・備品使用料については、減免となりませんのでご了承下さい。 

 対象となる活動かどうか、または手続きの方法など詳細は、パレットとっとり市民交流ホールスタッフへお問い合わせください。 

 

 

市民のみなさまがパレットとっとり市民交流ホールを利用して行う様々な活動を支援するため、 

施設利用料と空調使用料が減免となるお得な制度を設けています。 

あなたの活動に 是非、パレットとっとり市民交流ホールをご活用ください。 

 施設利用料の 

５ ／ ４ 
を減額 

つまり 

お客様の 

ご負担は 

／ １ 

 施設利用料の 

10 ／ ９ 
を減額 

つまり 

お客様の 

ご負担は 

／ １ 

 施設利用料の 

10 ／ ９ 
を減額 

つまり 

お客様の 

ご負担は 

／ １ 

 施設利用料の 

５ ／ ２ 
を減額 

つまり 

お客様の 

ご負担は 

／ ３ 

 施設利用料の 

３ ／ ２ 
を減額 

つまり 

お客様の 

ご負担は 

／ １ 

ホール全面（A＋B） 

WEB サイトでは、ホール内を 360 度パノラマ画像でご覧いただ

くことができます。初めてご利用の際など、ぜひお役立てください。 

TEL 0857-39-2555 
FAX 0857-39-2550 

《利用時間》9:00～22:00     《休館日》１２/29～1/3 
《申込受付時間》9:00～18:00 

※ご不明な点はお気軽にお問い合わせください。会場の下見も可能です。 

https://palettehall.jp 〒680-0832鳥取市弥生町３２３－１ 

パレットとっとり 

お問い合わせ 
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編　集　室
　

◆
新
緑
の
時
季
を
迎
え
、

清
々
し
い
気
候
と
な
り
ま
し

た
。
外
出
す
る
機
会
が
増
え
て

き
ま
す
ね
！
◆
筆
者
が
現
在
ハ

マ
っ
て
い
る
こ
と
。
そ
れ
は
昨

年
の
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
カ
タ
ー
ル
大
会
で
「
三
笘
の

１
ミ
リ
」
と
大
き
な
話
題
と

な
っ
た
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
・
ブ

ラ
イ
ト
ン
所
属
の
三
笘
薫
選

手
！
ゴ
ー
ル
や
ア
シ
ス
ト
な

ど
、
数
字
で
結
果
を
出
し
続
け

て
い
ま
す
◆
日
本
代
表
戦
し
か

見
な
い
筆
者
が
海
外
サ
ッ
カ
ー

に
ハ
マ
っ
た
こ
と
に
驚
き
で

す
。
終
盤
戦
の
プ
レ
ミ
ア
リ
ー

グ
。
最
終
戦
ま
で
し
っ
か
り
楽

し
み
た
い
と
思
い
ま
す
♪�（
Ａ
）

【
鳥
取
県
】新
型
コ
ロ
ナ･

円
安･

物
価

 

高
騰
対
策
支
援
補
助
金（
３
次
募
集
）

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
お
食
事

ク
ー
ポ
ン
券
の
ご
案
内　

　
鳥
取
県
農
林
水
産
部
市
場
開
拓
局

販
路
拡
大
・
輸
出
促
進
課
は
、
鳥
取

県
感
染
対
策
飲
食
店
特
別
応
援
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、
次
の
通
り
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
お
食
事
ク
ー
ポ
ン
を
販

売
し
て
い
ま
す
。

　
▼
販
売
・
利
用
期
間
―
６
月
30
日

（
金
）
ま
で
※
販
売
準
備
が
整
っ
た

飲
食
店
か
ら
順
次
、
販
売
・
利
用
を

開
始
し
て
い
ま
す
▼
ク
ー
ポ
ン
券
―

４
５
０
０
円
券
を
４
０
０
０
円
で
販

売
（
お
一
人
様
１
回
あ
た
り
２
冊
ま

で
購
入
可
能
）
、
２
２
５
０
円
券
を
２

０
０
０
円
で
販
売
（
お
一
人
様
１
回

あ
た
り
４
冊
ま
で
購
入
可
能
）
▼
対

象
店
舗
―
新
型
コ
ロ
ナ
安
心
対
策
認

証
店
の
う
ち
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
登
録

し
た
飲
食
店
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
▼
そ
の
他
―
１
店

舗
あ
た
り
の
販
売
額
は
限
度
が
あ
り

ま
す
▼
問
い
合
わ
せ
先
―
運
営
事
務

局
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
鳥
取

県
地
域
観
光
推
進
研

究
所
（
℡
０
８
５
７

―
30
―
６
４
１
２
）

　
鳥
取
県
新
型
コ
ロ
ナ
・
円
安
・
物

価
高
騰
対
策
支
援
補
助
金
事
務
局

は
、
次
の
通
り
新
型
コ
ロ
ナ
・
円
安
・

物
価
高
騰
対
策
支
援
補
助
金
の
３
次

募
集
を
し
て
い
ま
す
。

　
▼
募
集
期
間
―
６
月
30
日
（
金
）

ま
で
▼
補
助
対
象
者
―
県
内
中
小
企

業
等
（
個
人
事
業
主
を
含
む
）
※
業

種
限
定
な
し
▼
補
助
要
件
―
２
０
２

２
年
４
月
以
降
の
連
続
す
る
任
意
の

３
カ
月
分
の
売
上
が
過
去
３
年
の
い

ず
れ
か
の
年
の
同
期
比
10
％
以
上
減

少
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
は
、
22
年

４
月
以
降
の
連
続
す
る
任
意
の
３
カ

月
分
の
売
上
総
利
益
（
粗
利
）
が
前

年
同
期
比
10
％
以
上
減
少
し
て
い
る

こ
と
。
▼
補
助
対
象
事
業
―
コ
ロ
ナ

禍
か
ら
の
回
復
や
円
安
、
原
材
料
価

格
・
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
前
向
き

に
取
り
組
む
事
業
―
①
省
エ
ネ
投
資

②
効
率
化
・
高
収
益
化
③
新
商
品
開

発
・
事
業
転
換
④
需
要
確
保
・
販
路

拡
大
⑤
そ
の
他
▼
補
助
率
・
補
助
額

―
補
助
率
１
／
２
、
補
助
金
額
15
万

円
（
下
限
）
～
１
５
０
万
円
（
上
限
）。

【
利
益
回
復
特
別
枠
】
売
上
10
％
以

上
減
少
か
つ
粗
利
30
％
以
上
減
少
。

＊
総
事
業
費
が
30
万
円
以
上
必
要
▼

補
助
事
業
期
間
―
４
月
１
日
（
土
）

～
12
月
30
日
（
土
）
ま
で
▼
そ
の
他

―
１
次
募
集
、
２
次
募
集
に
申
請
・

事
業
認
定
さ
れ
た
事
業
者
は
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
▼
問
い
合
わ

せ
先
―
鳥
取
県
新
型
コ
ロ
ナ
・
円
安
・

物
価
高
騰
対
策
支
援
補
助
金
事
務
局

（
鳥
取
県
商
工
労
働

部
商
工
政
策
課
内
）

（
℡
０
８
５
７
―
26

―
７
８
５
５
）

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り 

市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
　

利
用
予
定
表　
　
　
　
　
　

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り
市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
〒
６
８
０
―
０
８
３
２
　
鳥
取
市
弥
生
町
３
２
３
―
１

　
TEL
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
５
　

FAX
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
０

　
利
用
時
間 

９

：

00
～
22

：

00

日
に
ち

利　

用　

内　

容

５
／
24
㈬

会
議

25
㈭

鳥
取
本
通
商
店
街
振
興
組
合　

通
常
総
会
・
祝
賀
会

27
㈯

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

６
／
３
㈯

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

４
㈰

合
唱
練
習

10
㈯

合
唱
練
習

17
㈯

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

　
　
　
　
※
利
用
予
定
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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３
　
青
年
部
総
務
委
員
会

４
　
新
入
社
員
研
修
（
11
日
も
）
▽
建
設
部
会

正
副
部
会
長
会
議
▽
青
年
部
広
報
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
委
員
会
・
ま
ち
な
か
活
性
化
委

員
会

５
　
企
画
政
策
委
員
会
▽
青
年
部
会
員
増
強
委

員
会

６
　
と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
特
別
委
員

会
正
副
委
員
長
会
議
▽
会
頭
・
副
会
頭
会

議
▽
青
年
部
会
員
交
流
委
員
会
・
45
周
年

企
画
委
員
会
・
監
査
会

７
　
青
年
部
鳥
取
お
城
委
員
会

11
　
青
年
部
定
期
総
会
・
例
会

12
　
観
光
・
交
通
部
会
正
副
部
会
長
会
議

13
　
運
営
委
員
会
（
メ
タ
バ
ー
ス
勉
強
会
も
）

▽
コ
ン
パ
ク
ト
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー
推
進

特
別
委
員
会
正
副
委
員
長
会
議

17
　
女
性
会
役
員
会
・
監
事
会
▽
ま
ち
な
か
賑

わ
い
創
出
特
別
委
員
会

18
　
金
融
相
談
会
▽
工
業
部
会
正
副
部
会
長
会

議
▽
青
年
部
５
役
会

20
　
青
年
部
政
策
提
言
委
員
会

21
　
女
性
会
通
常
総
会
・
総
務
委
員
会

25
　
青
年
部
理
事
会

26
　
と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
特
別
委
員

会
▽
サ
ー
ビ
ス
部
会
正
副
部
会
長
会
議
▽

青
年
部
ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会

27
　
会
頭
・
副
会
頭
会
議
▽
青
年
部
会
員
交
流

委
員
会

28
　
県
連
幹
事
会

 

事
務
局
日
誌 （
　
）
４
月
抜
粋

定例金融相談会のご案内
　定例金融相談会は、㈱日本政策金融公庫鳥取支店のご協力をいただき、皆さまの事業資金調達等の金融ニー
ズに迅速に対応するため毎月開催しています。ご希望の方は下記まで電話でお申し込みください。

　１．日　時　　６月20日（火）午前10時〜12時
　２．会　場　　鳥取商工会議所　会議室

　３．内　容　　事業資金等の借入相談（㈱日本政策金融公庫職員との直接面接）

　４．お申し込み・お問い合わせ　　　鳥取商工会議所 経営支援部 経営支援一課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL：0857－32－8005　FAX：0857－22－6939
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鳥取商工会議所は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています

地域 ･経済振興部
総　務　課 32-8002

経営支援部
経営支援一課 32-8005

経済振興課 32-8003 経営支援二課 32-8005
地域振興課 32-8004 農商工連携推進事業 32-8005

＊2023年4月1日より、部署名が変わりました。（市外局番0857）

鳥取産業会館·鳥取商工会議所ビルに車でお越しの方は､会館北側駐車場をご利用ください｡最初の30分
は無料ですが､それ以降は1時間ごとに100円が必要です｡駐車サービス券の発行はテナント事業所に
よって異なりますので､当該事業所にご確認ください｡

駐車場ご案内


